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 等式の性質 

①等式の両辺に同じ数や式を加えても、等式は成り立つ。 

【Ａ＝Ｂならば、Ａ＋Ｃ＝Ｂ＋Ｃ】 

②等式の両辺から同じ数や式をひいても、等式は成り立つ。 

【Ａ＝Ｂならば、Ａ－Ｃ＝Ｂ－Ｃ】 

③等式の両辺に同じ数をかけても、等式は成り立つ。 

【Ａ＝Ｂならば、ＡＣ＝ＢＣ】 

④等式の両辺を同じ数でわっても、等式は成り立つ。 

【Ａ＝Ｂならば、
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⑤等式の両辺を入れかえても、等式は成り立つ。 

【Ａ＝Ｂならば、Ｂ＝Ａ】 

① x＋７＝９ 

  左辺を x だけにするために、両辺から７をひく【性質②】 
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② －８x＝48 

  左辺を x だけにするために、両辺を－８でわる【性質④】 
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（別解）－８x＝48 

  左辺を x だけにするために、両辺に
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